
○ 調査期間

平成24年8月～平成24年10月

○ アンケート回収結果

有効回収数 ・・・・ 1,547件 　委員数　2,063名　（平成２４年８月現在）

有効回収率 ・・・・

○ 調査結果利用上の注意

◆ 回答率（男女別） 回答者内訳（男女別）

◆ 回答率（年齢別） 回答者内訳（年齢別）

◆ 回答率（居住区別） 回答者内訳（居住区別）

回答率は小数点以下第２位を四捨五入しているために、数表、図表に示す回答率の合計は
必ずしも100％にならない場合がある。

◆

53.4%
516 372 72.1%

65歳～

概　　　要

性　別
合計
女性

〔1〕

〔2〕2つ以上の回答を要する設問（複数回答）の場合、その回答比率の合計は100％にならな
い場合がある。
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くまもと医療都市2012グランドデザインについて

あなたは、定期的に医療機関を受診していますか。（例えば、高血圧や糖尿病など）

【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

医療機関を定期的に受診している方は
61.3％、受診していない方は37.8％であ
り、受診している方が多かった。
受診していると回答した方が多い結果で
あった。

区ごとにみると、西区や北区で、受診して
いる割合がやや高い傾向がみられ、年齢
別にみると高齢になるほど高くなり、特に
65歳以上では、83.1％の方が受診されて
いる。

5

6 450

472

1 253

35～49 158 211 3 372年
齢
別

18～34 72 180

50～64 326 118

65～ 392 75

219

北　区 200 104 0 304

南　区 113 100 6

413

東　区 232 158 4 394
区
別

西　区 143 72 2 217

中央区 260 150 3

受診している 受診していない 無回答 合計件数

全体合計 948 584 15 1547

Ⅲ

問1

A B

無回答
1.0%

A　受診し
ている
61.3%

B　受診し
ていない
37.8%
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【　全体合計の割合　】

65～ 253 39 266

236 79 212 814

86 209 853

133 35 125 467

212 78 163 693年
齢
別

18～34 126 48

35～49 172 68

50～64 216 71

394

北　区 139 47 174 38 146 544

211 69 179 732

南　区 109 28 117 48 92

110 35 104 391

235 88 188 766

区
別

西　区 108 34

中央区 204 51

東　区 207 66

２４時間いつ
でも安心して
受診できる救
急医療が充実

している

合計件数

全体合計 767 226 847 278 709 2827

病気の早期発
見のための健
診が充実して

いる

難しい病気で
も治してもら

える

信頼できる医
師に診てもら

える

治療に際し
て、自分の意
思を尊重して

もらえる

問2 日頃、あなたが、医療に求めること、期待することはどのようなことですか。
（2つまで）

A B C D E

（集計分析は46ページに記載）

25 .1%

9 .8%

30.0%

8 .0%

27.1%

0.0% 5.0% 10.0

%

15.0

%

20.0

%

25.0

%

30.0

%

35.0

%

E　２４時間いつでも安心して

受診できる救急医療が充実

している

D　治療に際して、自分の意思を

尊重してもらえる

C　信頼できる医師に診てもらえる

B　難しい病気でも治してもらえる

A　病気の早期発見のための

健診が充実している
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問1で　A 受診している　を選択された方の意見

問1で　B 受診していない　を選択された方の意見

問1で　無回答　の方の意見

病気の早期発
見のための健
診が充実して

いる

合計件数
B

治療に際し
て、自分の意
思を尊重して

もらえる

２４時間いつ
でも安心して
受診できる救
急医療が充実

している

D E

1747

難しい病気で
も治してもら

える

信頼できる医
師に診てもら

える

全体合計 517 127 529

A C

23
東　区 134 41

167 407
73 19 67 259

区
別

西　区 78 22
中央区 133

123 46 89 433
155 56 118 485

20763
北　区 110 28 115 19 91 363
南　区 62

28
50～64 177 54

27 4213

40 12 27 131
年
齢
別

18～34 42 10
35～49 76

152 601
99 34 56 293

222 35 227
163 55

66 172 722

A B C D E

65～

111 300 1077

病気の早期発
見のための健
診が充実して

いる

難しい病気で
も治してもら

える

信頼できる医
師に診てもら

える

治療に際し
て、自分の意
思を尊重して

もらえる

28
東　区 72 25

２４時間いつ
でも安心して
受診できる救
急医療が充実

している

合計件数

全体合計 249 99 318

37 16 37 132

区
別

西　区 30 12
中央区 71

88 23 88 296
80 32 70 281

187

北　区 29 19 59 19 55 181

南　区 47

40
50～64 38 17

21 5015 54

93 23 98 336
年
齢
別

18～34 84 38
35～49 96

59 211
113 44 107 400

65～ 31 4 39

73 24

20 36 130

A B C D E

0 2 3

病気の早期発
見のための健
診が充実して

いる

難しい病気で
も治してもら

える

信頼できる医
師に診てもら

える

治療に際し
て、自分の意
思を尊重して

もらえる

0
東　区 1 0

２４時間いつ
でも安心して
受診できる救
急医療が充実

している

合計件数

全体合計 1 0 0

0 0 0 0

区
別

西　区 0 0
中央区 0

0 0 2 3
0 0 0 0

0

北　区 0 0 0 0 0 0

南　区 0

0
50～64 1 0

0 00 0

0 0 0 0
年
齢
別

18～34 0 0
35～49 0

0 0 1 2
0 0 0 0

65～ 0 0 0 0 1 1
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【　集計分析　】

　
○

○

市民が医療に求めること、期待することと
しては、「信頼できる医師」（30％）が最も
多く、次いで「健診の充実」（27.1％）、「救
急医療の充実」（25.1％）の順であった。
市民が、信頼できる医師に診てもらうこと
を期待している。

また、問1の質問に「受診している」と答え
た方と「受診していない」と答えた方で比
較すると、「受診している」と答えた方のほ
うが、「早期発見のための健診の充実」
（517件）と答えた意見が多く、日ごろから
医療機関を受診していない方の場合、早
期発見のための健診が重要であることに
対する認識の低さが伺える。
一方、「受診していない」と答えた方は、
「救急医療の充実」（300件）が「信頼でき
る医師」（318件）と同じくらい多かった。日
ごろ受診していないため、緊急時の備え
に対する隠れた不安が伺える。

信頼できる医師の「信頼」という言葉に
はいろんな意味が含まれていると思わ
れるが、優れた医療技術や医療機器で
はなく、人間としての医師への信頼も含
まれるものと考えられ、今後、医療機関
等への情報提供をしていきたい。

○
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

先端医療技術の中で、市民の関心が高
いものは、「負担が少ない手術法」
（32.4％）、「抗がん剤の開発」（28.6％）、
「再生医療」（20.8％）の順であった。
さらに「負担が少ない手術法」、「抗がん
剤の開発」、の２項目については、年齢が
高くなるにつれ、希望する割合が多くなる
傾向があり、年齢とともに、がんや手術に
関する関心が高まってきているものと伺
える。

今後も、この熊本の地で、先端医療技術
の研究開発がさらに進んでいくことを期待
していきたい。

65～ 157 29 257

年
齢
別

18～34 106

255 73 268 820

91 302 836

118 54 123 475

180 101 222 697

74

35～49 144 50

50～64 181 43

391

北　区 113 37 158 62 186 556

南　区 90 28 106 43 124

253 752

223 80 235 745

57

東　区 155 52

215 78

全体合計 588 196 810

区
別

西　区 81 22

中央区 149

A B C D E
エイズの治療
薬やエイズの
ワクチンの開

発

iPS細胞などを
用いた再生医

療

遺伝子検査に
よる個別化医

療

患者の体に負
担が少ない手

術法

108 56 117 384

新たな抗がん
剤の開発

問3

319 915 2828

本市には、医療全般に関する研究に加え、発生医学研究所やエイズ研究センターなどの
研究拠点施設がありますが、今後、このような先端医療技術の分野で、どのような研究
成果を望みますか。（2つまで）

合計件数

32 .4%

11.3%

28 .6%

6 .9%

20 .8%

0.0% 5.0% 10.0

%

15.0

%

20.0

%

25.0

%

30.0

%

35.0

%

E　患者の体に負担が

少ない手術法

D　遺伝子検査による

個別化医療

C　新たな抗がん剤の開発

B　エイズの治療薬や

エイズのワクチンの開発

A　iPS細胞などを用いた

再生医療
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【　全体合計の割合　】

65～ 342 17 66

253

64 36 37285

450112 52

（集計分析は50ページに記載）

22 19 6 472

120 63

6

52 34 42 1

31

4

3 304

年
齢
別

18～34 79 45

50～64 199 50

35～49

北　区 165 36 54 28 18

3 394

南　区 101 26 42 25 21 4 219

東　区 173 44 89 45 40

217

中央区 188 45 92 53 30 5 413

17 1547

区
別

西　区 113 24 38 21 19 2

全体合計 740 175 315 172 128

かかりつけ
医に紹介し
てほしい

インター
ネットや相
談窓口など
の情報から
自分で選び

たい

信頼できる
相談窓口で
紹介してほ

しい

信頼できる
知人などに
相談する

家族に相談
する

無回答 合計件数
A B C D E

問4 あなたは、自分が大きな病気にかかり、治療する医療機関を選ぶときに、どのようにし
て選びたいですか。（1つだけ）

D　信頼でき
る知人などに

相談する
11 .1%

E　家族に相
談する
8.3%

無回答
1.1%

B　インター
ネットや相談
窓口などの
情報から自

分で選びた
い

11.3%

C　信頼でき
る相談窓口
で紹介して

ほしい

20 .4%

A　かかりつ

け医に紹介
してほしい

47 .8%
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問1で　A 受診している　を選択された方の意見

問1で　B 受診していない　を選択された方の意見

問1で　無回答　の方の意見

A B C
かかりつけ医
に紹介してほ

しい

インターネッ
トや相談窓口
などの情報か
ら自分で選び

たい

信頼できる相
談窓口で紹介
してほしい

信頼できる知
人などに相談

する

家族に相談す
る

無回答 合計件数
D E

82 53 5 948全体合計 544 92 172

区
別

西　区 90 14

東　区 123 18

北　区 124 20

中央区 146 25 52
18 9

0

143
24 11 2 260

232

11 1

1 113南　区 61 15 17
54

31 17 7
12 7
20 17

1 200

年
齢
別

18～34 26 13 16 8 9 0 72
35～49 62 26 33 25 11 1 158

31 19 2 32650～64 159 38 77
18 14 2 39265～ 297 15 46

A B C
かかりつけ医
に紹介してほ

しい

インターネッ
トや相談窓口
などの情報か
ら自分で選び

たい

信頼できる相
談窓口で紹介
してほしい

信頼できる知
人などに相談

する

家族に相談す
る

無回答 合計件数
D E

89 74 3 584全体合計 192 83 143

区
別

西　区 23 10

東　区 49 26

北　区 41 16

中央区 42 20 40
20 11

1

72
29 19 0 150

158

8 0

0 100南　区 37 11 25
35

23 11 11
13 14
25 22

2 104

年
齢
別

18～34 53 32 36 26 33 0 180
35～49 58 37 52 39 25 0 211

21 12 1 11850～64 37 12 35
3 4 2 7565～ 44 2 20

A B C
かかりつけ医
に紹介してほ

しい

インターネッ
トや相談窓口
などの情報か
ら自分で選び

たい

信頼できる相
談窓口で紹介
してほしい

信頼できる知
人などに相談

する

家族に相談す
る

無回答 合計件数
D E

1 1 9 15全体合計 4 0 0

区
別

西　区 0 0

東　区 1 0

北　区 0 0

中央区 0 0 0
0 1 2

0 0 3 3
4

0 1

1 2
3 6南　区 3 0 0

0 0 1

0

0 0 0

0 0
0

0 3 3

0 0

年
齢
別

18～34 0 0 0

50～64 3 0 0

1
35～49 0 0 0 0

0 0

0 0 3 6

1 1 2 565～ 1
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【　集計分析　】

　
○

○

○

治療する医療機関の選択に際し、「かか
りつけ医に紹介して欲しい」（47.8％）とい
う回答が最も多く、高齢になるほどこの傾
向は強かった。次に、「信頼できる相談窓
口を利用したい」（20.4％）という方も多く、
年齢が上がるに従い、その割合は増加し
ているが、６５歳以上では「かかりつけ医
に紹介してほしい」が70％を超えているた
め、「相談窓口」の利用は減少している。

問1の質問に「受診している」と答えた方と
「受診していない」と答えた方で比較する
と、「かかりつけ医に紹介してほしい」は、
「受診している」では57.4％であったが、
「受診していない」では32.9％と低くなって
いる。
また、「インターネットによる相談」は「受
診している」では9.7％であったが、「受診
していない」では14.2％、「相談窓口」は、
「受診している」では18.1％であったが、
「受診していない」では24.5％とそれぞれ
高くなっている。

この結果から、高齢になるほど、かかり
つけ医からの紹介を希望しており、年齢
が低くなるほどインターネットなどの情
報による選択を希望していること等が明
らかとなった。

また、日ごろから「受診している」と答え
た方はかかりつけ医に相談するが、「受
診していない」と答えた方はインターネッ
トや相談窓口を希望していることがわ
かった。

今後もかかりつけ医が医療連携の要と
しての役割を担っていること等について
市民啓発を行っていくとともに、インター
ネットや相談窓口などの幅広い媒体を
用いての情報発信にも取り組んでいくこ
とが必要である。

○

○
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

【　L　その他　主な意見　】

・
・
・
・

21 771

173

医療機関を選ぶ際の情報については、
「評判がいい病院」（27％）、「治療成績が
いい病院」（25.7％）の順に希望する方が
多く、いわゆる「どこの病院が上手なの
か」といった具体的な情報を求められる
ケースが多かった。
また、若い方ほど、この傾向は強くみら
れ、逆に高齢になるほど、「自分が受けた
い治療方法を実施している病院」や「最新
の医療機器がある病院」を選ぶ方の割合
が高くなってきている。

「有名な医師がいる病院」（8.2％）の割合
はそれほど高くなく、市民も比較的冷静に
いろいろな情報を整理して医療機関を選
択していることが分かるが、今後、希望が
多かった項目についての情報発信の可
能性などについて研究していきたい。

かかりつけ医に相談する
専門医の情報
患者の話しをよく聞いてくれる医師
第三者機関による病院の評価　など

65～ 79 159 179 151 182

443

84 192 15 673

756

88 41 134 3

161

136 194 7

年
齢
別

18～34 45 132

50～64 51 195

35～49 39 182

128 81 136 4 518

13 691

南　区 35 99 77 4 370

中央区 47 180 172

355

108 187 15 709

10

48 121

78 60 96

96 195

67 88

146

46 2643

区
別

西　区 30 81

東　区 54 187

北　区

全体合計 214 668 601 412 702

F
有名な医師
がいる病院

自分の病気
について、
治療成績が
いい病院

（５年生存
率など）

自分が受け
たい治療方
法や手術方
法を実施し
ている病院

最新の医療
機器がある

病院

患者の治療
体験に基づ
いた評判が
いい病院

その他 合計件数
A B C D E

問5 あなたは、自分が大きな病気にかかり、治療する医療機関を選ぶときに、どんな情報が
あれば選びやすい（または選びやすかった）ですか。（2つまで）

27 .0%

15 .9%

23 .1%

25.7%

8 .2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

E　患者の治療体験に

基づいた評判がいい病院

D　最新の医療機器

がある病院

C　自分が受けたい

治療方法や手術方法

を実施している病院

B　自分の病気について、

治療成績がいい病院

（５年生存率など）

A　有名な医師がいる病院
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○
　

○
　

○

医療機関の対応に満足した方は、
47.5％、満足しなかった方は、29.5％であ
り、市民の約半数は、満足しているとの結
果であった。

医師の説明や医療従事者の対応に関す
る意見も多く、その際の対応により満足
感に差がでてきているものと推測された。

また、理由としてかかりつけ医であったた
め、その対応に満足していると回答した
方も多く、かかりつけ医を持つことの意義
やその役割についての市民啓発も重要で
ある。

医療機関におけるインフォームド・コンセ
ント（説明と同意）が非常に重要であるこ
とは以前よりいわれているところである
が、今後とも医療機関に対して、情報発
信をしていきたい。

66 37 450

65～ 276 102 63 31 472

46 14 253

35～49 147 126 75 24 372年
齢
別

18～34 105 88

50～64 207 140

19 219

北　区 155 82 49 18 304

南　区 89 77 34

413

東　区 180 126 64 24 394

204

21 217

中央区

全体合計

109 76 24

106735 456 250 1547

区
別

西　区 107 62 27

A B C
満足した 満足しなかった

ことがある
どちらともいえ

ない
無回答 合計件数

問6 最近（または以前に）医療機関で診察を受けた時に、医療機関の対応に満足しました
か。また、その理由も併せてご記載ください。（1つだけ）

無回答
6.9%

C　どちらと
もいえない

16.2%

B　満足し
なかったこ
とがある
29.5%

A　満足し
た

47.5%
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【　A　満足した　と答えられた方の主な理由　】

　
・ ・

・
・ ・

・ ・
・ ・
・ ・
・ ・
・ ・
・
・ ・
・ ・

・ ・

　

【　B　満足しなかったことがある　と答えられた方の主な理由　】

　
・ ・

・
・
・ ・

・
・ ・

・ ・
・
・ ・
・ ・
・ ・
・
・ ・
・

【　C　どちらともいえない　と答えられた方の主な理由　】

　
・
・
・

・
・

・

・
・

あまり病院にかからないのでわからない
医師の対応がいい時と悪い時がある
医療機関の対応はこんなものかなぁと
思っている
他の病院のことを知らない
病気の詳しい説明を聞きたいが、理解し
きれないのであきらめた
待ち時間が長いのは困るが、患者が多い
ので仕方ないと思っている
対応も普通であったため
検査で利用したぐらいだからわからない　など

いつもみてもらっているかかりつけの先生
であるため
先生や看護師等の医療従事者が丁寧な
対応をしてくれた
医師の説明が分かりやすかった
わかるまで何度も説明してくれた
医師が患者の話をよく聞いてくれた
患者の意思を尊重してくれた
期待した結果が得られた
検査結果を分かりやすく説明してくれた
最新の医療機器があった
病気の治療内容、検査内容について分
かりやすく説明してくれた
受付の人の対応がよかった

医師が、患者の顔を見て説明してくれた
患者の気持ちに寄り添ってもらえた
医療機関の連携がよくとれており、適切な
医療機関を紹介してくれた
休日や夜間でも治療をしてもらえた
予約制で、待ち時間が短くてよかった
薬の説明をきちんとしてもらえた
病気の早期発見をしてもらった
病気の治療だけでなく、今後の予防につい
ても教えてくれた
薬も必要なものだけ処方された
医師や看護師が、患者の不安を解消してく
れた
信頼できる医師がいた　など

医師からの説明不足（病気、治療方法
等）
医師との信頼関係が築けなかった
医師が一方的に話をされた。質問しにくい
雰囲気であった
患者が多すぎて診察時間が短く、質問が
なかなかできなかった
医師が患者の話を聞いてくれなかった
医師が横柄であった
治療したがなかなか治らなかった
治療効果がみられない
対応が事務的で人間味がなかった
治療内容に満足しなかった
歯科医院で説明なしで治療をされた
医師の誤診

待ち時間が長すぎる
手術に関する不満（説明不足、技術、退院
が早すぎる、再手術、後遺症など）
担当医師が、何度も代わった
不要な検査をされた
薬に関する不満（種類が多い、効果がな
い、ｼﾞｪﾈﾘｯｸ）
医師が患者を見ずにパソコンをみて話され
た
看護師や受付の態度が悪い
緊急でいったのに待ち時間が長すぎた
がんの治療に際して、十分な説明がなかっ
た
病状を尋ねたり、検査結果を見るだけで、
患者の体の診察をしてもらえなかった　など
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

　

急な病気やケガのときだけ利用している
方が61％、できるだけ利用しないように心
がけている方が28.6％であり、全体の約９
割の方は適切な利用をしていると推測で
きた。
しかし、昼間は仕事で時間がないからと
か、昼間よりも待ち時間が短いからの理
由で利用している方も約3％おり、今後、
このグループの方への働きかけが必要で
あると思われた。
また、年齢別にみると、18～34歳のグ
ループでは、小児救急電話相談を利用し
ている割合が高かった。
できるだけ利用しないように心がけると回
答した方の割合は、高齢になるほど高い
傾向があった。

7 450

65～ 267 2 2 10 165 26 472

50～64 300 9 2 5 127

4 253

35～49 233 15 1 25 94 4 372

102

8 304

年
齢
別

18～34 143 10 2 37 57

394

6 219南　区 120 5 1

0

22 65

中央区 254 14 2

7

217

12 119 12 413

185 6

1 8 69 8

3 14 88

21

41 1547

区
別

西　区 128 3

東　区 256 8

北　区

全体合計 943 36 7 77 443

D E
急な病気やケ
ガで困ったと
きでも、例え
ば小児救急電
話相談等に相
談して、その
結果受診した
ほうがいいと
言われた場合
には受診する
ようにしてい

る

できるだけ利
用しなくて済
むように、診
察時間中の受
診を心ががけ

ている

無回答 合計件数

問7 あなたは、休日や夜間に診てもらえる休日・夜間急患センターを、どんなときに利用し
ていますか。（または利用したいですか）（1つだけ）

A B C
急な病気やケ
ガで困ったと
きだけ利用し
ている（利用

したい）

昼間は仕事で
時間がないの
で、救急では
ないが利用し
ている（利用

したい）

昼間の診察時
間よりも待ち
時間が短いの
でよく利用し
ている（利用

したい）

無回答

2.6%

C　昼間の診察時

間よりも待ち時間

が短いのでよく利

用している（利用し

たい）

0 .4%

B　昼間は仕事で

時間がないので、

救急ではないが利

用している（利用し

たい）

2.3%

D　急な病気やケ

ガで困ったときで

も、例えば小児救

急電話相談等に相

談して、その結果

受診した方がいい

と言われた場合に

は受診するように

している

5 .0%

E　できるだけ利用

しなくて済むよう

に、診察時間中の

受診を心がけてい

る

28 .6% A　急な病気やケ

ガで困ったときだ

け利用している

（利用したい）

61.0%
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

　

○

【　E　その他　主な意見　】

・

・

「恵まれた医療環境を大切に利用したい」
と「市民にもっと周知すべき」と回答した方
をあわせると約8割に達しており、医療に
大変恵まれているということを好意的に捉
えている方が多かった。
また、「恵まれているとは思えない」
（7.4％）や「医療機関が多いと医療費が
かかる」（6.5％）と回答した方もおり、医師
や入院用ベッドが多いことをもって直ちに
恵まれているとはいえないのではないか
とご意見もあった。

今後は、熊本の医療の現状を広く市民に
周知し、医療に対する関心を高めていき
たい。

数が多いということではなく、医療の質が
問題である
本当に必要とされる医療が充実している
のか疑問である　など

8 450

65～ 305 89 18 27 12 21 472

50～64 279 81 36 28 18

4 253

35～49 208 71 37 32 20 4 372

22

4 304

年
齢
別

18～34 151 42 23 14 19

394

9 219南　区 137 36 16

25

11 10

中央区 248 77 28

8

217

31 19 10 413

182 59

18 10 4 6

27 18 14

31

37 1547

区
別

西　区 136 43

東　区 240 68

北　区

全体合計 943 283 114 101 69

生活に欠か
せない医療
に大変恵ま
れていると
いうことは
いいことで
あり、大切
に利用して
いきたい

恵まれた医
療環境を

もっと市民
に周知し、
積極的に活
用すべきだ

自分の経験
などから、
熊本市の医
療が恵まれ
ているとは
思えない

医療機関が
多いという
ことは、そ
れだけ医療
費がかかる
ということ
ではないか

その他 無回答 合計件数

問8 熊本市は、医師数や入院用ベッドが政令指定都市の中でも多く、救急医療体制も充実し
ているなど、医療に大変恵まれた都市です。あなたは、熊本市の医療が大変恵まれてい
ると聞いてどう思われますか。（1つだけ）

A B C D E

A　生活に欠か

せない医療に

大変恵まれて

いるというこは

いいことであ

り、大切に利用

していきたい

61 .0%

B　恵まれた医

療環境をもっと

市民に周知し、

積極的に活用

すべきだ

18 .3%

C　自分の経験

などから、熊本

市の医療が恵

まれているとは

思えない

7 .4%

D　医療機関が

多いということ

は、それだけ医

療費がかかる

ということでは

ないか

6.5%

無回答

2 .4%
E　その他

4 .5%
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

○

　

○
　

【　F　その他　主な意見　】

全体的には、がんと診断された場合に、
治療方針や療養の仕方等いろいろな事を
相談したいのは、「他の専門病院で治療
法等について聞く」が31.4％、「かかりつけ
医に相談する」が27.7％となっており、医
師への相談を希望する方が多かった。

年齢区分別に見ると18～34歳、35～49
歳、50～64歳では、「他の専門病院で治
療法等について聞く」が一番多く、18～34
歳、35～49歳では、次に「本やインター
ネットで調べる」、「かかりつけ医への相
談」という順であるが、50～64歳では逆の
結果になっている。また。65歳～では、
「かかりつけ医への相談する」が一番多
く、「本やインターネットで調べる」は少
かった。

・家族、親族
・知り合いの医療関係者
・相談しない（自分で決める）
・がん治療専門施設以外の医療機関等
・知人、友人　など

10 723

65～ 186 95 48 313 49 24 715

50～64 253 104 109 198 49

12 431

35～49 218 86 157 108 68 15 652

52

11 497

年
齢
別

18～34 135 55 112 79 38

661

7 356南　区 105 48 68

114

93 35

中央区 213 89 108

12

333

184 57 23 674

138 63

55 100 25 8

81 169 35

152

61 2521

区
別

西　区 103 42

東　区 233 98

北　区

全体合計 792 340 426 698 204

本やイン
ターネット
などで病気
や治療方法
を調べる

D E F
かかりつけ
医に相談す

る

実際にがん
治療を受け
ている人か
ら話を聞く

その他 合計件数

問9 市民の２人に１人ががんにかかり、３人に１人ががんで亡くなっています。あなたはが
んと診断された場合に、治療方針や療養の仕方等いろいろな事をどこに（誰に）相談し
ますか。（2つまで）

A B C
他の専門病
院で治療法
等について
意見を聞く
（セカンド
オピニオ

ン）

病院や対が
ん協会など
の相談窓口
を利用する

2.4%

8 .1%

27 .7%

16 .9%

13 .5%

31 .4%

0.0% 5.0% 10.0

%

15.0

%

20.0

%

25.0

%

30.0

%

35.0

%

F　その他

E　実際にがん治療を受けて

いる人から話を聞く

D　かかりつけ医に相談する

C　本やインターネットなどで

病気や治療方法を調べる

B　病院や対がん協会

などの相談窓口を利用する

A　他の専門病院で

治療法等について

意見を聞く

（セカンドピニオン）
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あなたががんと診断された場合に、知りたい情報はどんなことですか。（いくつでも）

【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

【　F　その他　主な意見　】

全ての年齢区分で、がんと診断された場
合に知りたい情報は、「自分の病気に関
する詳しい説明」が最も多かった。

年齢区分別に見ると18～34歳、35～49
歳、50～64歳では、「自分の病気に関す
る詳しい説明」の次に、「治療成績がいい
病院」、「テレビなどで知った最先端の治
療がどこで受けられるか」といった、積極
的な治療に関する情報を求め、逆に、65
歳～は「自分の病気に関する詳しい説
明」の次は、「自宅で療養する場合に受け
られる医療・介護サービス情報」や「緩和
ケア」に関する情報の順になっており、気
持ちの中に病気を受け入れ、積極的な治
療より、療養や介護、緩和ケアに関する
情報が求められている。

・治療費用
・治療方法
・経済的な保証制度
・今後の生活について　など

8 1009

65～ 405 110 141 162 207 4 1029

50～64 393 154 156 150 148

9 600

35～49 330 148 165 133 113 8 897

140

7 704

年
齢
別

18～34 226 101 121 83 60

937

4 488南　区 191 86 77

162

56 74

中央区 361 123 162

8

458

158 138 6 948

263 104

66 76 68 4

116 106 108

132

29 3535

区
別

西　区 183 61

東　区 356 139

北　区

全体合計 1354 513 583 528 528

D E F
緩和ケア
（ホスピ

ス）病院に
関する情報

自宅で療養
する場合に
受けられる
医療・介護
サービスに
関する情報

その他 合計件数

問10

A B C
自分の病気
に関する詳
しい説明

テレビなど
で知った最
先端の治療
がどこで受
けられるか

治療成績が
いい病院

（5年生存
率など）

0 .8%

14 .9%

14 .9%

16 .5%

14 .5%

38 .3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

F　その他

E　自宅で療養する場合に

受けられる医療・

介護サービスに

関する情報

D　緩和ケア（ホスピス）

病院に関する情報

C　治療成績がいい

病院（５年生存率など）

B　テレビなどで知った

最先端の治療がどこで

受けられるか

A　自分の病気に

関する詳しい説明
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今後、がん治療に関して力を入れてほしい取り組みはどんなことですか。（2つまで）

【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

【　F　その他　主な意見　】

全ての年齢区分で、「新たな治療方法や
薬の開発」（36.9％）が一番多く、次に「緩
和ケアの充実」（29％）、「残された時間を
家族と過ごすために、自宅で療養できる
医療サービスの充実」（20.5％）の順番と
なった。

「がんになっても働き続けられる環境」と
答えた方では、年齢別に見ると18～34歳
が12.9％で、35～49歳は14.4％と割合が
高かった。

・がんの予防
・経済的な保証
・こころのケア（ｶｳﾝｾﾗｰの育成）
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ育成（相談支援の充実）
・医療施設の充実　など

6 819

65～ 320 255 192 32 21 12 832

50～64 299 243 167 25 79

6 456

35～49 243 193 124 18 99 11 688

72

10 544

年
齢
別

18～34 169 119 90 13 59

725

1 396南　区 151 109 82

139

13 40

中央区 266 226 145

9

384

24 74 11 746

207 149

89 13 31 4

118 19 41

19

35 2795

区
別

西　区 140 107

東　区 267 219

北　区

全体合計 1031 810 573 88 258

D E F
がんサロン
（患者同士
の交流会）

の充実

がんになっ
ても働き続
けられる環

境

その他 合計件数

問11

A B C
新たな治療
方法（手術
方法）や薬

の開発

緩和ケア
（肉体的な
痛み解消や
精神的なケ
ア）の充実

残された時
間を家族と
過ごすため
に、自宅で
療養できる
医療サービ
スの充実

1 .3%

9 .2%

3 .2%

20 .5%

29 .0%

36.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

F　その他

E　がんになっても

働き続けられる環境

D　がんサロン

（患者同士の交流会）

の充実

C　残された時間を

家族と過ごすために、

自宅で療養できる

医療サービスの充実

B　緩和ケア

（肉体的な痛み

解消や精神的な

ケア）の充実

A　新たな治療方法

（手術方法）や

薬の開発
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

　

○

「がん」で治る見込みがなく死期が迫って
いると告げられた場合、「専門病院に入院
して治療を続けたい」と思う人は8.5％と少
なく、「ホスピスの病院で痛みのコントロー
ルを行ないながら、残された時間を自分
らしく過ごしたい」が39.4％、「訪問による
医療サービスを受けながら住みなれた自
宅で最後まで家族と過ごしたい」が22.5％
という結果であった。
終末期に際しては、QOL（生活の質）を大
切にしながら自分らしく過ごしたいという
考えが浸透してきているようである。

問１４では、長期の療養(介護)の場合に
希望する療養場所を聞いているが、「自
宅を中心に療養したい」という回答が一番
多い。
これは、がんの終末期の場合と異なる結
果であったが、がんの療養の場合には、
何らかの医療の必要性を感じておられる
と思われる。

9 450

65～ 61 194 68 84 45 20 472

50～64 38 204 61 80 58

3 253

35～49 20 129 54 99 59 11 372

50

11 304

年
齢
別

18～34 12 82 47 85 24

394

8 219南　区 24 72 33

58

54 28

中央区 32 180 60

10

217

89 44 8 413

25 122

35 46 28 6

44 66 36

93

43 1547

区
別

西　区 14 88

東　区 36 147

北　区

全体合計 131 609 230 348 186

専門の病院
やホスピス
の病院に入
院したい

が、最後の
時は自宅に
帰りたい

D E
訪問による
医療サービ
スを受けな
がら、住み
なれた自宅
で最後まで
家族と過ご

したい

自宅で療養
を続ける

が、最後の
時には病院
に入院した

い

無回答 合計件数

問12 「がん」で治る見込みがなく死期が迫っている（６ヶ月程度あるいはそれより短い期間
を想定）と告げられた時、療養場所はどこを希望しますか。（1つだけ）

A B C
専門病院に
入院して治
療を続けた

い

ホスピスの
病院で痛み
のコント

ロールを行
いながら残
された時間
を自分らし
く過ごした

い

B　ホスピスの

病院で痛みの

コントロールを

行いながら残さ

れた時間を自

分らしく過ごし

たい

39.4%
C　専門の病院

やホスピスの

病院に入院し

たいが、最後の

時には自宅に

帰りたい

14.9%

D　訪問による

医療サービス

を受けながら、

住みなれた自

宅で最後まで

家族と過ごした

い

22.5%

E　自宅で療養

を続けるが、最

後の時には病

院に入院したい

12.0%

無回答

2.8% A　専門病院に

入院して治療を

続けたい

8.5%
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あなたの身近に、介護が必要な方がおられますか。

【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

身近に介護が必要な方がいる割合は、
３割程度であった。

また、「A　いる」と「B　いない」の回答群に
おいて、年齢構成に大きな違いはみられ
なかった。

7 450

65～ 124 329 19 472

2 253

35～49 95 272 5 372年
齢
別

18～34 76 175

50～64 139 304

219

北　区 99 201 4 304

南　区 62 150 7

413

東　区 106 278 10 394
区
別

西　区 57 155 5 217

中央区 110 296 7

いる いない 無回答 合計件数

全体合計 434 1080 33 1547

問13

A B

無回答
2.1%

A　いる
28.1%

B　いない
69.8%
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【　全体合計の割合　】

182 70

（集計分析は63ページに記載）

50～64 36

14 47265～ 67 110 29

132 35 154 86

3 253

9 372

7 450

35～49 26 100 40 123 74

76

5 304

年
齢
別

18～34 17 65 31 79 58

394

7 219南　区 15 59 15

36

80 43

中央区 39 118 40

10

217

136 74 6 413

26 84

18 83 39 5

26 107 56

132

33 1547

区
別

西　区 22 50

東　区 44 96

北　区

全体合計 146 407 135 538 288

今まで通っ
た（又は現
在入院中

の）病院に
入院したい

療養専門の
病院に入院

したい

老人ホーム
などの高齢
者施設に入
所したい

必要に応じ
て病院に入
院しながら
自宅を中心
に療養した

い

訪問診療や
介護サービ
スを受けな
がら、住み
なれた自宅
で家族と過
ごしたい

無回答 合計件数

問14 あなたは、自分が治る見込みがなく寝たきり等で長期の療養（介護）が必要になった時
に、療養場所はどこを希望しますか。（医師からは在宅での療養が可能という判断を聞
いているとします）（1つだけ）

A B C D E

B　療養専門
の病院に入院

したい

26.3%

C　老人ホー

ムなどの高齢
者施設に入所

したい

8.7%

A　今まで
通った（又は

現在入院中
の）病院に入

院したい
9.4%

E　訪問診療
や介護サービ

スを受けなが
ら、住みなれ
た自宅で家族

と過ごしたい
18.6%

無回答
2.1%

D　必要に応

じて病院に入
院しながら自
宅を中心に療

養したい

34.8%
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問13で　A いる　を選択された方の意見

問13で　B いない　を選択された方の意見

問13で　無回答　の方の意見

A B C
今まで通った
（又は現在入
院中の）病院
に入院したい

療養専門の病
院に入院した

い

老人ホームな
どの高齢者施
設に入所した

い

必要に応じて
病院に入院し
ながら自宅を
中心に療養し

たい

訪問診療や介
護サービスを
受けながら、
住みなれた自
宅で家族と過

ごしたい

無回答 合計件数
D E

135 87 2 434全体合計 35 126 49

区
別

西　区 6 15

東　区 10 28

北　区 5 27

中央区 9 36 11
6 21

1

57
34 20 0 110

106

9 0

0 62南　区 5 20 6
13

13 32 21
17 14
31 23

1 99

年
齢
別

18～34 4 18

50～64 45

35～49

13

2713 1
6 30

11 42
10

76
29 20 0 95

120

139

20

65～ 14 36 13 41 20 0 124

A B C
今まで通った
（又は現在入
院中の）病院
に入院したい

療養専門の病
院に入院した

い

老人ホームな
どの高齢者施
設に入所した

い

必要に応じて
病院に入院し
ながら自宅を
中心に療養し

たい

訪問診療や介
護サービスを
受けながら、
住みなれた自
宅で家族と過

ごしたい

無回答 合計件数
D E

399 201 8 1080全体合計 109 277 86

区
別

西　区 16 35

東　区 33 67

北　区 21 56

中央区 29 81 29
12 61

3

155
101 54 2 296

278

30 1

1 150南　区 10 38 9
23

13 75 35

63 29
99 53

1 201

年
齢
別

18～34 13 47 18 59 38 0 175
35～49 20 70 30 94 54 4 272

108 59 0 30450～64 25 90 22

138 50 4 32965～ 51 70 16

A B C
今まで通った
（又は現在入
院中の）病院
に入院したい

療養専門の病
院に入院した

い

老人ホームな
どの高齢者施
設に入所した

い

訪問診療や介
護サービスを
受けながら、
住みなれた自
宅で家族と過

ごしたい

無回答 合計件数
D E

北　区 0 1

0 23 33全体合計 2 4 0

中央区 1 1 0
区
別

西　区 0 0

東　区 1

5
1 0 4 7
1 0 4

0
6 7

10
南　区 0 1 0

61

年
齢
別

18～34 0 0 0 0
35～49 0 0 0

3 4

0 2

0

0 0 0

2
0 5

10 19

1 0 6 7

3 0

0

0 0
2

0

4 0

5

65～ 2

50～64

0

4

必要に応じて
病院に入院し
ながら自宅を
中心に療養し

たい

0

0

-　21　-



【　集計分析　】

　
○

○

○

○長期の療養（介護）が必要になった時、希
望する療養場所として、「必要に応じて病
院に入院しながら自宅を中心に療養した
い」（34.8％）、「訪問診療や介護サービス
を受けながら、住みなれた自宅で家族と
過ごしたい」（18.6％）を合わせると、医療
サービスや介護サービスを受けながら自
宅での療養を希望している方が53.4％で
全体の過半数であった。「老人ホームな
どの高齢者施設に入所したい」（8.7％）と
回答した方と合わせると約６割が医療機
関以外での療養を希望されている。

在宅療養を希望する方が、安心して過ご
せるための仕組みづくりが重要である。

また、年代別にみても、同様の傾向であ
るが、「今まで通った（又は現在入院中
の）病院に入院したい」と回答した方は、
他の世代では７～８％であったのに対し、
６５歳以上では１４％と比較的高い傾向を
示した。

問１３の質問で介護が必要な方が「いな
い」と回答した方では、「自宅中心の療
養をしたい」と回答した方が37％で最も
多かったが、介護が必要な方が「いる」
と回答した方は、1位が「自宅を中心に
療養したい」の31％、２位が「療養専門
の病院に入院したい」が29％とほとんど
変わらない割合であった。
これは、既に介護が必要な方がいるこ
とで、介護の苦労を感じていると伺え
る。

-　22　-



【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

○

【　G　その他　主な意見　】

　
・
・
・
・

312

自宅での療養に対する不安の理由とし
て、「介護してくれる家族に負担がかか
る」が41.7％で最も多かった。

また、年代別に見てもその傾向は変わら
ないが、年齢が上がるにつれて、「介護し
てくれる家族がいない」と回答する方の割
合が増加していた。

本市では高齢者がいる世帯のうち、単身
世帯及び高齢者夫婦のみの世帯がそれ
ぞれ３分の１を占めており、介護力の不
足や介護者の負担軽減のための支援が
求められている。

プロに任せる
慣れた人に介護してもらいたい
専門の病院で治療を続けた方が良い
専門の医師の往診がなく大変だった

5 316

65～ 34 28 51 63 96 35 5

39 7 244

50～64 17 27 47 50 126 44

92 19 10 160

35～49 11 14 30 27 116年
齢
別

18～34 8 12 14 5

124

北　区 12 17 26 26 5 198

9 277

南　区 5 9 14 16 60 17 3

41 6 296

東　区 23 20 43 36 108 38

61 15 4 137

中央区 23 22 41 44 119

区
別

西　区 7 13 18 19

合計件数

全体合計 70 81 142 137 27 1032

F G
往診して
くれる医
師がいな
い（知ら
ない）

24時間い
つでも来
てくれる
ところが

ない

病状が悪
くなった
ときにす
ぐ入院で
きない

介護して
くれる家
族がいな

い

介護して
くれる家
族はいる
が負担が
かかる

部屋の状
況等、居
住環境が
整ってい

ない

その他

問15 問14で自宅以外（A、B、C）を選択した方にお尋ねします。自宅での療養に対する不
安の理由は何ですか。（2つまで）

A B C D E

145 430

30 82

2 .6%

13 .3%

41 .7%

14.1%

13 .8%

7 .9%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

G　その他

F　部屋の状況等、

居住環境が整っていない

E　介護してくれる家族は

いるが負担がかかる

D　介護してくれる

家族がいない

C　病状が悪くなったときに

すぐ入院できない

B　２４時間いつでも

来てくれるところがない

A　往診してくれる

医師がいない（知らない）
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

【　F　その他　主な意見　】

　
・

・

18 472

終末期に受けたい医療については、「延
命治療を受けたくない」と回答した方が
50.2％と半数であった。

年代別に見ると、５０歳以上の年齢層で
は、「延命治療を受けたくない。」と回答し
た方が過半数であったのに対し、４９歳ま
での年齢層では４割程度であった。
また、４９歳までの年齢層では「その時に
ならないとわからない」と回答した方の割
合が３割と比較的多い傾向が見られた。

自分自身は延命治療は受けたくないが、
家族には１日でも長く生きていてほしい
家族に負担がかからないようにしたい

4 5 450

65～ 25 47 262 88 30 2

50～64 20 54 255 101 11

253

35～49 19 58 166 114 1 8 6 372

304

年
齢
別

18～34 16 53 93 73 6 10 2

6 219

北　区 14 38 170 65 11 4 2

7 11 394

南　区 12 33 101 59 5 3

東　区 22 53 182 102 17

217

中央区 21 57 208 106 6 7 8 413

1547

区
別

西　区 11 31 115 44 9 3 4

合計件数
D

全体合計 80 212 776 376 48 24 31

B C
最後まで命
を大切にす
るために、
最大の医療
を受けたい

基本的に延
命治療は控
えたいが、
患者の負担
が少ない治
療であれ

ば、延命の
ためであっ
ても受けた

い

延命治療は
受けたくな
い。自然に
最後を迎え

たい

その時にな
らないとわ
からない

医療につい
ては医師の
意見に従い

たい

その他 無回答

問16 あなたは、自分自身や家族が回復の見込みがない終末期になった時、どのような医療を
受けたいですか。（1つだけ）

E FA

C　延命治療
は受けたくな
い。自然に最

後を迎えたい
50.2%

D　その時に

ならないとわ
からない
24.3%

E　医療につ
いては医師の
意見に従いた

い

3.1%

F　その他
1.6% 無回答

2.0%

B　基本的に
延命治療は

控えたいが、
患者の負担

が少ない治療

であれば、延
命のためで
あっても受け

たい

13.7%

A　最後まで
命を大切にす
るために、最
大の医療を受

けたい
5.2%
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【　集計分析　】 【　全体合計の割合　】

　
○

○

終末期になった時の医療の受け方につい
て、「考えたことはあるが、まだなにもして
いない」が46.9％で最も多かった。
「書面で意思表示を行っている」は3.1％、
「家族で話し合ったことがある」は20.9％
で、あわせると約７割の方が終末期に
なった時の医療の受け方について考えた
ことがあることがわかった。

しかしながら、その中で書面による意思
表示を行っている方はごく一部であり、今
後は、人生最後の場面に際して、どのよ
うな医療を希望するのか、生活の質を確
保しながら、自分がどのような医療を望む
かについて、市民一人一人が考える機会
を日ごろから持つことが重要であり、希望
する医療が受けられるような社会の醸成
も必要である。

78 57 23 47265～ 23 107

45050～64 16 102 213

184

81 22 16

9 253

35～49 6 68 203 75 11 9 372

28

12 304

年
齢
別

18～34 3 47 125 60 9

394

9 219南　区 4 37 103

172

50 16

中央区 18 83 197

14

217

75 21 19 413

7 68

109 38 12 3

144 51 22

80

57 1547

区
別

西　区 4 51

東　区 15 85

北　区

全体合計 48 324 725 294 99

D E
そのような
場面になっ
たら考えた

い

医療につい
ては医師の
意見に従い

たい

無回答 合計件数
A B C

自ら考え、
書面で意思
表示（リビ
ングウィ

ル）を行っ
ている

自ら考え、
家族で話し
合ったこと

がある

考えたこと
はあるが、
まだなにも
していない

問17 あなたは、自分自身や家族が回復の見込みがない終末期になった時の医療の受け方（延
命治療等）について、日ごろから考えていますか。（1つだけ）

E　医療に
ついては医
師の意見

に従いたい
6.4%

無回答
3.7%

A　自ら考
え、書面で
意思表示
（リビング
ウィル）を

行っている
3.1%

B　自ら考
え、家族で
話し合った
ことがある

20.9%

D　そのよ
うな場面に
なったら考

えたい
19.0%

C　考えた
ことはある
が、まだな
にもしてい

ない
46.9%
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【　A　（同意できるところ、印象に残ったところ）　と答えられた方の主な意見　】

　
・ ・

・ ・

・
・

・

・
・

・ ・
・

・

【　B　（賛成できないところ、足りないところ）　と答えられた方の主な意見　】

　
・ ・

・ ・

・ ・

・ ・
・

・
・

・ ・
 
・

 

大変すばらしいと思います。１０年後に制
定以上のものを期待しています
医療拠点都市として、もっとアピールして
欲しい
的確にとらえられており感心した。ネット
ワーク化、情報提供を迅速に進めて欲し
い
研究者の育成に関しては、同意というよ
り、しなければならないこと
「がん情報・相談センター」の設置には期
待しています。患者が、病院を選べるよう
になったらいいと思う
精神科の入院患者が多いことに驚いた
どの診療科を受診すべきか困ったことが
ある。市民病院に総合医がいて欲しい

救急医療について、熊本市では、重症患者
が確実に治療できる体制ができている
１枚の診察券ですべての医療機関を受診で
きる。個々の医療から「チーム熊本」の医療
になって欲しい
高齢者や障がい者などが住み慣れた地域
でいきいきと暮らせる都市のコーナーは考
えさせられた。これから一番必要なことであ
り、個人が健康を維持するために努力する
ことも必要である
在宅医療・介護を始めるとき、患者・家族は
不安です。相談窓口を充実させて欲しい
終末期の時のことを、深く考えるようになっ
た
「生かされる医療」から「生きている医療」に
転換すべき　など

実現の時期や成果の数字など、具体的
な目標を示して欲しい
質の高い医療を県外に発信する前に、市
民の方々に周知すべき
すばらしい構想だと思いますが、医療費
捻出、個人負担が心配です。収入の低い
人は利用できない
医療費の負担について言及されていない
最先端の医療も大切ですが、予防が大
切。医療費の削減も図れる
長野県は予防に地域ぐるみで力を入れて
いたので、医療費も少なかった
病院を３ヶ月毎に転院しなくてよい方法を
検討してください

精神疾患や認知症は、地域ぐるみでの早
期発見が重要
救急病院が東南部に偏りすぎている。市民
病院は北区に移転してはどうか
「在宅医療の推進」は理想的だが、これから
核家族化に伴い、実現は難しいと思う。施
策を進める必要がある
在宅医療・介護は望ましいと思うが、看護・
介護する人の生活や負担も気になる
家族に負担をかけるので、自分の場合は在
宅療養は無理。施設の利用も可能にして欲
しい
いきいきと暮らせる地域をひとつでも（モデ
ル）全力で作ってみてはどうか
小児の夜間診療は待ち時間が長い　など

問18 あなたは、「くまもと医療都市2012グランドデザイン」を読んでどう思われました
か。（同意できるところ、印象に残ったところ、賛成できないところ、足りないところ
などについて、ご意見を自由にご記載ください）
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